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 「今学校で勉強していることが、将来何の役に立つの？難しい数学の公式とか今
後の人生で必要なの？」と、きっと誰でも思うのです。私にもそんな時期がありま
した。でも人生の半分を過ぎてみて、高校１年生までに習う基本的なことは、生き
ていくうえであらゆる物事の基礎になるということがわかります。大きな学校行事
もほとんど終わった今から３月までの時期で、これまで学んだことをしっかり復習
し、各科目の基本的なことをきちんと頭に入れるように心がけてください。 

●社会を生き抜く力＝２１世紀型能力 （国立教育政策研究所2013より） 

実践力 

●自律的活動力 
●人間関係形成力 
●社会参画力 

●持続可能な未来づくりへの責任 

思考力 

●問題解決・発見力・創造力 
●論理的・批判的思考力 
●メタ認知・適応的学習力 

基礎力 

●言語スキル 
●数量スキル 
●情報スキル 

…考える 

…知る 

…行動する 
日常生活や社会・環境の中に問題を見
つけ出し、自分の能力を総動員して解
決していく＝生きる力 

「基礎力」をもとに、自ら問題を発
見・解決したり、新しいアイデアを創
造したりする能力のこと。さらに、問
題に論理的・批判的思考をもって取り
組み、自分の考えを持って他者と話し
合うこと。 

単なる「読み・書き・計算」だけではなく、
知識や技能に加えて情報を使いこなすことが
できる能力のこと。 

※考え、行動するための基本 

得た知識を材料にして考え、行動し、 
そこで得た新たな知識を材料にまた考える 
（仕事の流れも人生もこの繰り返し） 

●新しい学力の３要素 

主体性 
多様性 
協働性 

思考力 
判断力 
表現力 

知識・技能 

変化の激しい時代において、 
課題解決に必須の力。 

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか。 

理解していること・ 
できることをどう使うか 

何を知っているか。 
何ができるか。 

※思考力や主体性の土台 

※以下のような力を身につけるべきと言われています。 

 鹿児島県内の企業で、今年の春
採用した大卒の新入社員の一人に、
就業前に「計算ドリル」をさせて
いる会社があります。 
仕事を教えてもなかなかうまくや
れず、なぜだろうといろいろと調
べたら、「小数点計算と分数計算
ができない」ことに理由があると
判明したからだそうです。 
基礎的な知識や考え方が身につい
ていないと、こんなふうに後で苦
労することになるかもしれません。 
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